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 以上 の結 果 よ り,か か る軍 一吸着操作 では,有 数 に虞理 出來 るのは,200γ/9樹 脂で あ る・然
し,多 段式 吸着 を行 へば,有 数吸着能 力は もつ と増加す るわ けで ある・
 次 に之 を10N-H2SO,で 脱 着 した實験結果 を示 す.
    樹  脂: 350γV.B1/0.7359樹 脂                、
    脱 着 液: 10N.H:SO4,分 析 用純
    流  型: 順流
    流 速:1cc/min/9樹 脂
  實験 番號 試料 探 取量 流 出液 目二累計 脱オほ 脱 着量累 計 脱 着率 脱 着液 の組 成
  (No.)    (cc)     (cc)     (γゾ    '(γ)   (%)   (γ/cc)
   =t.         30         30         230       230      66       7.7
   2.        30        60        107       9, 3i      96       5.6
 以上 の結 果 を要約 すれば次 の如 し
    1.所 要脱 着液 量=17.1cc/IOOγV.Bl
    2.脱 着液 の組成=337γ/60cc =5.6γ/cc             、
 次に使用後の樹脂を飽和苛性 ソーダ液に1時 間浸漬せるに,完 全再生が行はれ,能 力の低下
を示す事な く反覆使用が可能である事が認め られた・
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  (1) Resorcindiglykolstiure. Formaldehyd樹 脂
 1935年Adamsと HolmesがResorcinと Formaldehydと の縮 合樹脂 が,カ チオ ン交換
                   (43)
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能 力を有 す る事 を獲表 してお り,最 近小 田研 究室で,PhenoxyessigsliureとFormaldehydとの 【
               ピ
縮合物が可成、りのカチオン交換能力ある事は既に 獲表 したρ で あるが・ 前記爾 者折衷 した
ResorcindiglykolShureとFormaldehydと の縮合物は,必 すや良い交換能力を有す るであらうと
推定 して實験 を行つて見た.
〔貴 験〕
 (イ) 盤酸鯛媒に依 る縮合.
 この揚合,盤 酸とフ ォルマ リンの量を攣化する事 に依つて得 らるる樹脂は,初 めは飴歌物質
であるが,水 浴及び油浴上にて加熱 し,後 冷却器 を取つて乾燥す ると,黄 色叉は茶褐色の物質
とな り,水 及び酸に不溶なるも,ア ルカリには易溶,若 しくは寒天歌にな り良好な結果を得な
かつた.
 (ロ)硫 酸鰯媒に依 る縮合・
   雛 原 料  硫酸(88%)水1加響 間1監.。 。IHC宥,)   
圃(・ ・7' 'bマリン(cc・)(cc・)輝1・由 計 瓢 。1、IO・・編
    1 2  5(9,)  4 130「2 10  _ _
    ,, ,(、,) 71_ 2ら4 6.,。.、2,
              ロ                      
    3 ・ 2・(・c・) ・ i・5 5 - -ii-
    4 2 乞3(cc) 3 1- 7'- 7・30・ 35・
    5 2  2・3(cc)  2  -  7 -  7・210・41
    6 2  2・3(・・)  5・5 15 s5 10・1 -e1一
 上表は混合割合,加 熱時間並に交換能力の關係を示す もので,實 験1,3,及 び6は,ア ル
カリに可溶の樹脂であつた・ 實験2,4,5は 水を加へぬ揚合であつて,二 者の混合物中に硫
酸を加へ ると,烈 しい獲熱を起 し内容物は濃紫色になる.其 後加熱 して得 らる 」樹脂は黒色光
、澤のあるもので,水,酸 に不溶,ア ルカリに少 し溶ける部分があつた・不溶部分のみの能力は
上表の如 くである.
 (ハ) アルカリ及び簿化亜鉛 を鯛媒とせる縮合.
 ケル カリの揚合は,何 等縮合物を得す・塵化亜鉛の揚合は,生 成樹脂はアルカリに可溶であ
『た・
〔結 び〕 .         '
 鷺酸,ア ル カ リ,盤 化 亜鉛 を鯛媒 とす ると きは,凡 て良好 な る もの を得 なかつ たが,硫 酸賜
     1媒
の時 は,和 當能 力の良 い樹 脂 を得 た.     .
 (皿) 2-・Amino-4-methyl-thiazol・Formaldehyd樹 脂
 Foi皿aldehydと の縮 合 に當つ ては, Thiazol核 の4の 位置 のMethyl基 がFormaldehydと
反慮 し,脱 水 してVinyl基 とな り,重 合 を起す と考へ られ る.
〔實 験〕                                   ・
 (1) フ オル マ リンの量 を攣 じた揚合.
                   (44)    ・
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    實験 原 料 フォルマリン 濃 鱒 酸 水 加熱時問(h「) 能 力
    番號 (9)  (cc・)  (9) (・c) 水 浴 油 裕(m,m・IIIC1/9)
     圭 i茸:  Z:葦 1畿15Sl l: L: L-191 鶉
     3  3  6.6  3.15 10 15 10  4.1
     43 8.9 3,151051014.1
     53 11.0 3.1510510 4.0
     613燭i 6・6 .3・15 - i5 1・-  4・6
 實験2～5ま で は,水 を加 へた揚合 であ るが,水 を加へ た揚合 は,樹 脂化 し難 く徐 々に油浴
上 に て蒸 叢せ しめ る事 に よ り,赤 色澄 明の極 めて硬 い樹 脂が得 られ,0.5N-HCI中 で の能 力は
                           角                                娼
上 表 の如 くで あ る.貴 験6は 水 を加へ ぬ揚 合で あるが,5時 間後 には樹 脂化が 全 く完 了す る・
能 力は上 表 の如 く,最 も良 い結 果 を示 して ゐ る.
 (ロ) 盤 酸 の量 を攣 じた揚合.
 實.験3の 割合 にて臨酸 を原料 に封 し,2Mo】,3Mol ic攣 じて 見たが,前 者 よ りは相當水 に可
溶 の樹脂 を得,後 者 よ りは,4.6m.mo1/9の 能 力の樹脂 を得 た・
 (ハ)Dicyandiamidを 加へ た揚合・
    噛 酬 原 料(・)睡 鰍(・)1フ オ筒 リ引 ヂシアasア ミドL(
                                                             7    1     3           3
.15           6.6  ・      . IL 1
      8 3.3.15 6.6 2.2
      933.156.6 3.3
 以上 の滉 合割合 の もの を,水 浴上80～1000Cで 加熱す るに,25分 後 には全 く内容物 は樹脂化
を終 る・8・3時 間後 水浴上 にて加 熱 しで得 らるる樹 脂は・赤色澄明 の硬 い樹 脂で・ 實験7及 び
8よ り得 らるる樹 脂は水,酸 及び アル カ リに全 く不溶で あつ た.實 験9よ り得 らるL樹 脂 は,
鞭 酸に依 躇 し く膨 潤 し郷 に溶 角U
,z)に至つた・O・5N-H(,)1 pLsでの嫌 能 力は・贈7は
5.06mmol/9,實 験8は,5.14mmol/9であつ た・
〔結 び〕
 以上 要す るに實験8の 條件 が操作簡 軍 に して,且 つ最 も良好 なるア ニオ ン交換能 力 を有す る
f 砒 の聯 はm-ph・nyl・ndiami・-F・ ・m・ld・hyd樹H旨 よ り優れ た性能 を有 して居 る・
                   (45)
